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昭和54年1月15日地859

人口の動き

12月 1日現在 前月比

計

数
口

男

女

帯

人

世

6 4.2 4 4 +389 
3 0.9 3 6 十261
33.308 +128 
1 7.8 04 + 97 
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消防出初式

徒歩行進に

勇壮な放水

恒例の消防出初式が1月8日、市民会館で行われま

した。

式典終了後、市民会館前庭で消防車の点検、各分団

の観聞があり、続いて例年にない小春日和のなかで消

防車による市中行進、団員の徒歩行進が繰りひろげら

れました。

また、消防署の前の通りには観閲台が設けられ、各

分団が堂々の分列行進を行い、最後に大上戸川金丸橋

付近で勇壮な放水訓練をして出初式を無事終了しまし

Tこ。
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毎月 1日・ 15白発行 発行所/大村市役所 編集/秘書広報課 印刷所/九州凸版株式会社
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消

防

出

初

式

功

労

者

を

表
長~~
早分

(
敬
称
略
)

義

・
森
山
義
昭
・
本
山
勝
義

・
田

中
昇

・
森
口
貢

・
井
手
末
広

長
崎
県
知
事
表
彰

(
一
永
年
勤
続
功
労
章
)

大
塚
幸
人

・
山
道
武
雄

・
前
田
連

吉
村
真
人
・

樋
口
由
雄

・
野
田
徳

男
・
南
口
謙
知
・
小
早
川
勝
義

・

水
口
鶴
市
・
神
野
誠
志

・
馬
場
信

(
特
別
有
功
章
)

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

森
琢
磨
・

鬼
石
久
雄

・
和
田
正
広

満
居
登

・
松
竹
昭
治

・
野
岳
保
俊

森
広
木
・
藤
本
栄
・
梶
原
勝
徳

・

竹
村
勇

・
福

※ 

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

島
治
男

・
田

中
英
信

(
有
功
章
)

市民会館前庭での消防車の点検

神
野
誠
志

・

馬
場
信
義

・

松
添
武
良
・

神
近
明
間
・

佐
藤
恒
男
・

遠
岳
久
芳

・

山
口
忠

・
野

本
力
太

・
中

嶋
実

・
藤
本

強

・
前
川
与

南
勇
次

・
富

永

一
史

・
末
長

一
雄
・
西
田
健

・

緒
方
真
俊

・
山
根
文
隆

・
山
道
久

芳

・
川
本
誠

・
南
善
継

・
井
上
一

郎

・
平
松
稔

・
溝
上
秀
人
・
才
木

博
信

・
山
口
義
治

・
三
浦
秀
雄

・

岩
永
福
義
・
中
村
幸

一
・
西
村
敏

明
・
一
瀬
春
見
・
山
口
政
夫

・
松

田
鉄
男
・

寺
本
広
・

喜
野
元
明
・

猪
股
実

・
上
野
正
之

・
田
崎
貢

(
三
十
年
精
続
章
)

岡
田
治
義

・
前
田
政
良
・
岳
田
達

雄

(
二
十
年
精
続
章
)

笹
浦
保
・
出
口
一
夫
・

開一日
一
・
吉

川
豊
・
竹
田
英
雄

・
池
田
春
好
・

溝
口
禎
治

・
山
田
弘
志

・
吉
岡
連

敏

・
寺
坂
修

・
溝
口
明
治

・
中
山

丑
美

・
早
田
昇

・
久
保
井
学

・
高

月
良

・
中
村
幸

一
・
西
村
敏
明
・

一
瀬
春
見
・

喜
野
元
明
・
上
野
正

之

・
田
崎
貢
・
猪
股
実

・
山
口
政

夫

・
松
田
鉄
男

・
寺
本
広

長
崎
県
消
防
協
会
長
感
謝
状

(
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

針
山
秀
雄

・
野
田
正
善

・
淵
延
隆

吉
村
重
利
・

黒
川
勇
雄

・
今
富
侃

大
塚
満
雄

・
中
村
勇

・
宮
原
和
義

原
口
輿
・
山
口
喜
久
雄

・
原
田
元

喜

・
富
永
喰
・
神
原
隆
芳
・
山
中

良
嗣
・

福
田
隆

・
松
田
昇

・
松
永

初
男

・
光
山
毅

・
植
木
田
嘉
明

・

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

前
田
正
幸

・

平
田
和
美

・

平
山
勝
則

・

辻
近
治

・
今

里
剛

・
田
峰

正
春

・
山
上

義

・
杉
本
謙

吉

・
山
口
義

昭
・
東
政
喜

田
添
重
俊

・

今
里
政
敏

・

久
保
勝
美
・

原
口
三
郎
・

末
次
明
・
井

手
九
州
男

・

宮
本
英
世

市
長
表
彰

(
三
十
五
年
勤
続
章
)

井
本
文
夫

・
中
原
正
美

・
野
岳
保

俊

(
三
十
年
勤
続
章
)

岡
田
治
義

・
前
田
政
良

・
岳
田
達

雄

(
ニ
+
五
年
勤
続
章
)

大
塚
幸
人
・
山
道
武
雄

・
前
回
連

吉
村
真
人
・

樋
口
由
雄

・
野
田
徳

男
・
南
口
謙
知

・
小
早
川
勝
義

・

水
口
鶴
市
・

神
野
誠
志

・
馬
場
信

義

・
森
山
義
昭
・

本
山
勝
義

・
田

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

中
昇

・
森
口
貢

・
井
手
末
広

(
十
五
年
勤
続
章
)

松
下
邦
博

・
山
根
文
隆

・
西
田
健

緒
方
真
俊

・
川
本
誠

・
富
永

一
史

末
長
一

雄

・
上
瀧
正
利
・
三
根
増

美

・
宮
田
利
郎

・
一
ノ
瀬
勝
彦

・

辻
正
孝

・
広
井
義
和
・
松
添
房
夫

久
田
一

郎

・
岳
野
震
二
・
川
添
勝

昭

・
田
添
秀
忠

・
福
田
初
美

・
藤

崎
正
人

・
川
本
弘

・
酒
井
正
二
・

上
谷
澄
人
・

吉
松
徹
郎

・
山
口
住

夫市
長
感
謝
状

(
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

針
山
秀
雄

・
野
田
正
善

・
測
延
降 大戸川金丸橋よこでの放水訓練

吉
村
重
利
・

黒
川
勇
雄

・
今
富
侃

大
塚
満
雄

・
中
村
勇

・
宮
原
和
義

原
口
興

・
山
口
喜
久
雄

・
原
田
元

喜

・
富
永
喰

・
神
原
隆
芳

・
山
中

良
嗣

・
福
田
隆

・
松
田
昇

・
松
永

初
男
・

光
山
毅

・
植
木
田
嘉
明
・

前
田
正
幸

・
平
田
和
美

・
平
山
勝

則
・
辻
近
治

・
今
里
剛

・
田
峰
正

春

・
山
上
義

・
杉
本
謙
吉

・
山
口

義
昭
・

東
政
喜

・
田
添
重
俊

・
今

里
政
敏

・
久
保
勝
美

・
原
口
三
郎

末
次
明
・
井
手
九
州
男・
宮
本
英
世

(
無
火
災
分
団
表
彰
)

第
五
分
団

(
一
般
協
力
者
表
彰
)

中
村
房
雄

・
林
田
安
彦

消
防
団
長
感
謝
状

(
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状
)

針
山
秀
雄

・
野
田
正
善

・
淵
延
隆

吉
村
重
利
・

黒
川
勇
雄

・
今
富
侃

大
塚
満
雄

・
中
村
勇

・
宮
原
和
義

原
口
輿

・
山
口
喜
久
雄

・
原
田
元

喜

・
富
永
喰

・
神
原
隆
芳

・
山
中

良
嗣

・
福
田
隆

・
松
田
昇

・
松
永

初
男

・
光
山
毅

・
平
田
和
美

・
平

山
勝
則

・
辻
近
治

・
今
里
剛

・
田

峰
正
春

・
山
上
義

・
植
木
田
嘉
明

前
田
正
幸

・
杉
本
謙
吉

・
山
口
義

昭
・
東
政
喜

・
田
添
重
俊

・
今
里

政
敏

・
久
保
勝
美

・
原
口
三
郎

・

末
次
明
・
井
手
九
州
男

・
宮
本
英

世
・

渡
辺
政
美

・
山
中
重
徳

・
寺

山
荒
喜

乗
る
人
に
は
飲
ま
せ
な
い
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[20歳を記念してコ
※ 

下
水
道

街
の
顔
で
す

心
で
す

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

「
年
金
」
と
い
う
と、

若
い
人

は
、
と
か
く
「
老
後
な
ん
て
ま
だ

ま
だ
先
の
話
」
と
思
い
が
ち
で
し

ょ
う
が
、

将
来
受
け
取
る
年
金
は

加
入
が
早
け
れ
ば
早
い
ほ
ど
有
利

な
の
で
す
。

今
後
、
老
人
の
占
め
る
割
合
は

増
え
る

一
方
で
、
老
後
の
生
活
設

計
は
若
い
う
ち
か
ら
考
え
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

そ
の
電
た
め
に
も
、
二
十
歳
に
な

っ
た
の
を
機
会
に
「
国
民
年
金
」

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し、

厚
生
年
金
な
ど
他
の

公
的
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は

加
入
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が

他
の
制
度
の
配
偶
者
や
昼
間
部
の

大
学
生
の
み
な
さ
ん
は
、
希
望
す
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満
二
十
歳
に
な
る
と
、
選
挙
権

を
初
め
、
酒
、
タ
バ
コ
も
ρ

解
禁
H

に
な
る
わ
け
で
す
が
、
将
来
の
生

活
を
守
る
国
民
年
金
に
も
加
入
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

うコよし
L国民年金に

加入

る
乙
と
に
よ
っ

て
加
入
す
る
乙
と

が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、

老
後

の
暮
ら
し
を
、
よ
り
豊
か
な
も
の

に
し
た
い
も
の
で
す
。

保
険
料
は
、

一
カ
月
二
千
七
百

三
十
円
(
四
月
か
ら
三
千
三
百
円
)

で
す
。他の
公
的
年
金
と
は
|
|

①
厚
生
年
金
保
険

②
船
員
保
険

③
恩
給

④
国
家
公
務
員
共
済
組
合

⑤
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合

⑥
私
立
学
校
教
職
員
共
済
組
合

⑦
公
共
企
業
体
職
員
等
共
済
組
合

⑥
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合

⑤
国
会
議
員
互
助
年
金

の相談は

どうぞ

農家の花嫁(婿〉

各地区農協支所長さん

または農業委員さんへ

一

今
年
も
ま
た
、

.

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

一

の

流
行
期
を
迎
え

ま
し
た
。

一

毎
年
、
全
国
的
に

一

猛
威
を
ふ
る
う
イ

一

ン

フ
ル
エ
ツ
ザ
で

一

す
が
、
昭
和
五
十

…
二
年
は
約
二
十
万
人
が
感
染
し

一
六
百
八
十
人
も
の
人
が
亡
く
な

っ
て
い
ま
す
。

一

乙

の

冬
も
大
流
行
の
き
ざ
し

…
を
み
せ
て
い
ま
す
。

一
油
断
大
敵
|

た

か
が
風
邪
ぐ

一
ら
い
な
ど
と
、
あ
な
ど
ら
な
い

一
で、

予
防
と
感
染
時
の
治
療
に

一
は
十
分
な
配
慮
が
必
要
で
す
0

.

イ
ジ
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

一
て
い
る
時
の
外
出
は
、
感
染
の

…
機
会
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、

一
ほ
乙
り
や
冷
た
い
外
気
は
の
ど

…
を
痛
め
ま
す
。

一

さ

ら
に
人
ご
み
の
中
で
は
心

…
身
と
も
に
疲
れ
、
体
の
抵
抗
力

一
を
弱
め
ま
す
の
で
、

老
人
や
妊

↑
婦
、
慢
性
の
病
気
の
あ
る
人
は

フルエンザ

不
必
要
な
外
出
は
避
け
た
方
が
一

い
い
で
し
ょ
う。

ど
う
し
て
も
外
出
し
な
け
れ

一

ば
な
ら
な
い
と
き
は
、
マ
ス
ク

を
し
、
帰
っ
た
ら
す
ぐ
h
仲
川
一

を
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く
だ
…

大」

い

。

一

う
が
い
は
、
の
ど
に
つ
い
た
一

ウ
イ
ル
ス

や
細
菌
を
、
殺
す
力
一

乙
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
洗
い
落

一

と
す
の
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
い

う
が
い
は
の
ど
を
洗
う
の
が
一

目
的
で
す
か
ら
、
水
道
の
水
で
…

も

十

分

で

す

。

一

水
を
ふ
く
ん
で
天
井
を
向
き

日

ガ
ラ
ガ
ラ
と
数
回
や
る
だ
け
で

一

も
、
効
果
が
あ
る
も
の
で
す
。
…

外
出
か
ら
帰
っ

た
ら
、
ま
ず

一

う
が
い
を
。

一

外
出
に
は
マ
ス
ク
を

ノイ

帰
っ
た
ら

う
が
い
を

pyu 
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ていまJ
ぐごみ焼却炉

泣 し、

ピン類は別に• 空力ン

最
近
、
ご
み
焼
却
場
に
持
ち
込

ま
れ
る
ご
み
の
中
に
、
空
カ
ン
や

ビ
ン
類
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ひ
ど

をパド
畿
霊
園開

※ 

い
の
に
な
れ
ば
十
八
リ
ッ
ト
ル
石

油
缶
や
自
動
車
の
ホ
イ
ル
リ
ン
グ

な
ど
ま
で
見
か
け
非
常
に
困
っ
て

い
ま
す
。

乙
れ
は
、
ご
く
一
部
の
心
な
い

人
の
行
為
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
焼

却
炉
は
市
民
み
ん
な
の
も
の
で
す

乙
れ
ら
が
原
因
で
炉
が
使
用
不

能
と
な
れ
ば
、
本
市
は
ご
み
の
街

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

燃
え
る
も
の
と
燃
え
な
い
ご
み

を
き
ち
ん
と
区
別
し
て
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

。
燃
え
る
と
み

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
台

所
の
残
飯
類
は
よ
く
水
を
切
っ

て
、
不
用
に
な
っ
た
袋
に
入
れ

紙
く
ず
な
ど
と
一

緒
に
散
乱
し

な
い
よ
う
な
方
法
で
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

焼
却
後
の
炭
を
見
る
と
ジ
ュ

l

ス
缶
、
缶
詰
の
空
カ
シ
が
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
乙
と
が
な
い
よ
う
、
よ
く

選
別
し
て
出
す
よ
う
に
し
ま
し

ょ・っ。

。
不
燃
物

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ピ

ン
類
、
缶
類
、
金
物
く
ず
、
ガ

ラ
ス
く
ず
、

陶
磁
器
く
ず
、
金

属
家
具
類
に
限
り
ま
す
。

不
燃
物
置
場
に
出
さ
れ
る
場
合

は
散
乱
し
な
い
よ
う
、
片
手
で

持
て
る
程
度
の
大
き
さ
に
こ
ん

包
す
る
か
、
不
用
な
袋
な
ど
に

入
れ
て
出
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ

v

つ。特
に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

乙
と
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
、
ホ
ー

ス
ノ
ジ
式
ガ
ス
ボ
ジ
ベ
類
は
底

に
穴
を
あ
け
て
持
ち
出
す
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

決
め
ら
れ
た
も
の
を
、
決
め
ら

れ
た
自
に
持
ち
出
す
乙
と
は
、

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
ご
み
・
し
尿
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は

清
掃
課

曾
②
|
三
五
三
九

曾
②
|
二
八
一
四

納
税
証
明
書
の

請

求

は

b
早

自

に

確
定
申
告

昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
税
確

定
申
告
は
二
月
十
六
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

。
必
要
な
書
類
は

早
目
に
準
備
を

申
告
に
必
要
な
書
類
は
早
自
に

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

諌
早
税
務
署
に
請
求
さ

れ
る
昭

飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い

2
月
時
日
か
ら

和
五
十
二
年
分
所
得
税
の
納
税
証

明
の
請
求
は
、
期
間
中
窓
口
が
混

雑
す
る
乙
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
二
月
中
旬
ま
で
に
お
願
い
し

ま
す。な
お
、
昭
和
五
十
三
年
分
所
得

税
の
納
税
証
明
は
四
月
一
日
以
降

に
請
求
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。

乗
る
な
ら
飲
ま
な
い

。
還
付
申
告
は

t
月
か
ら
受
付
中

戻
る
』
た
め
の
申
告
書
は
一
月
か

ら
受
付
け
て
い
ま
す
。

早
自
に
還
付
の
申
告
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
税
金
の

『も
ど

り
』
も
早
く
な
り
ま
す
。

(諌
早
税
務
署
)

外
交
員
、
あ
る
い
は
家
を
新
築

さ
れ
て
住
宅
取
得
控
除
を
受
け
ら

れ
る
人
で
、
い
わ
ゆ
る

『税
金
が
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ス
で
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え
と
が
盛
ん
に
愛
用
さ

ん

♂
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~
こ
と
し
の
え
と
(
干
支
)
は

れ、

去
年
の
秋
か
ら
暮
れ
に
か

(

V

ひ

つ

じ

。

け

で

は

、

ひ

つ

じ

が

、

，
撮
影

九

必

え

と

は
昔
、
中
国
で
十
干
十
モ
デ
ル
グ
と
し
て
プ
ロ
ダ
ク
シ

V

A

二
支
を
組
み
合
わ
せ
て
六
十

の

ョ

ン
か
ら
ひ
っ
ぱ
り
だ
乙
。
牧

ゾ

ん
周
期
で
日
や
年
月
を
数
え
た
も
場
に
も
カ
メ
ラ
マ
シ
が
ぞ
ろ
ぞ
叩

・
・
・
~

…
の
で
す
が
、
十
二
支
に
動
物
を
ろ
。
ひ
つ
じ
た
ち
が
「
メ
エ

l

v

J

あ
て
は
め
た
の
は
後
代
に
な
っ
ワ
ク
だ
」
と
鳴
い
た
か
ど
う
か

F
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注
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

お
子
さ
ん
の
乙
と
や
、
妊
娠
ま

た
は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が

あ
る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な

ど
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

可
燃
物
と
不
燃
物
は
別
々
に

場
所

市
役
所
健
康
相
談
室

2月の健康相談日程

| 内容
日 9:00........11:00I 13:00........16:00 
妊婦相談 一般健康相談

7 乳幼児相談 任婦教室(第l回)
14 一一一一一一一---- 妊婦教室(第2回)
19 妊婦相談 一 般健康相談
21 乳幼児相談 妊婦教室(第3回)
28 1_______一一一 妊婦教室(第4回)

※
乳
幼
児
相
談
は
、
主
に
一
歳
過

ぎ
の
お
子
さ
ん
の
し
つ
け
や
発

育
面
な
ど
の
相
談
に
ど
利
用
下

大』い。

-
3歳
児
検
診

対
象
昭
和
五
十
年
七
月
生
ま
れ

の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五
十

2月の日曜・祭日当番医
百彦蚕軒目|病医院名 i所在地 |電話

内 科長崎医院

科楠木眼科眼 東本町 2-2711

11産内婦人科科陥i 本医院大川田町5-8355 

整形外科松永整形外科 西本大村町 3-5864 

内 科藤井内科 東本町 2-3878 
12 
内 科本郷医院 武部郷 2-3659 

18 ト児科出口小児科 諏3丁訪目 2-2252 

外 科佐藤外科 杭2出丁津目 2-3070 

内 科朝長医院 杭2丁出津目 2-3266 

科岩崎眼科 西本町 2-3435 

不
燃
物
は
定
ま
っ
た
日
に

定
め
ら
れ
た
場
所
に

年
一
月

t
六
月
生
ま
れ
で
、
ま

た
検
診
を
受
け
て
い
な
い
幼
児

も
受
診
し
て
下
さ
い

日
時
一
月
二
十
五
日
午
前
九

時

l
十
時
、
午
後
一
時
J
二
時

(
受
付
)

場

所

市

役

所
第
一
会
議
室

料

金

無

料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

下
さ
い
。

-
麻
し
ん
八
は
し
か
)

予

防

接

種

午前g時~午後6時

麻
し
ん
(
は
し
か
)
の
予
防
接

種
を
行
い
ま
す
。

個
人
接
種
方
式
で
行
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
人
は
予
約
さ
れ
た

医
院
で
接
種
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
予
約
し
て
い
な
い
人
で

も
接
種
で
き
ま
す
。

実
施
期
間
二
月
五
日

t
十
四
日

対

象

者

生

後
十
八
カ
月

t
七
十

一
一
カ
月
(
六
歳
)
の
人
で
、
麻

し
ん
(
は
し
か
)
に
か
か
っ
て

い
な
い
人
(
予
防
接
種
が
済
ん

で
い
る
人
は
除
く
〉

た
だ
し
、
本
市
に
住
民
登
録
を

し
て
い
る
人

診療時間

接
種
料
金

無
料

接
種
医
院
原
医
院
、
上
田
医
院

寺
井
医
院
、
松
尾
医
院
、
近
藤

医
院
、
朝
長
医
院
、
沢
田
医
院

…
交
通
事
故
相
談

一

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

-

日

時

一

月

二
十
三
日

午
前
十
時

l
午
後
三
時

一
厚
生
・
国
民
年
金
相
談

|相談|

人
権
(
身
の
上
)
相
談

(毎
月
第
一

木
曜
日
)
一

日

時

二

月

一

日

・

午
前
九
時
三
十
分

t
午
後
一

三

時

一

市
民
相
談
室
で
す
べ
て
無
料
で

行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

(
毎
月
第
四
水
曜
日
)

桝
本
医
院
、
牧
山
医
院
、
長
崎

医
院
、
松
井
医
院
、
与
那
城
医

院
、
今
回
内
科
医
院
、
出
口
小

児
科
医
院
、
田
川
小
児
科
医
院

凝
詳
し
く
は
市
生
活
環
境
課
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

接
種
の
際
は
母
子
健
康
手
帳
を

ど
持
参
下
さ
い
。

も
よ
お
一
ぜし

-
大
村
混
声
合
唱
団

第

5
回
発
表
会

日
時

二
月
三
日

午
後
六
時
三
十
分
開
演

市
民
会
館
ホ

i
ル

場
所

日

時

一

月
二
十
四
日

午
前
十
時

t
午
後
三
時

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
古
典
合
唱
曲
集

-
混
声
合
唱
組
曲

「
風
紋
」

-
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
を

コ
ー
ラ
ス

で
・
冬
を
う
た
う

入
場
料
三
百
円

主

催

大

村

混
声
合
唱
団

後

援

市

教

育

委
員
会
ほ
か

連

絡

先

田

川
恒
之
さ
ん

雷
③
l
四

0
0
0

-
障
害
児
学
級

児
童
生
徒
作
品
展

学
習
活
動
の
一
環
と
し
て
、
市

内
障
害
児
学
級
児
童
生
徒
の
作
品

展
を
開
催
し
ま
す
。

作
品
展
の
た
め
に
つ
く
っ
た
も

の
で
は
な
く
、
じ
よ
う
ず
な
作
品

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
人
ひ
と
り
が
、

め
あ
て
を
も

っ
て
「
や
れ
ば
で
き
る
ん
だ
」
と

お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
て
頑
張
っ

た
作
品
で
す
。

障
害
児
教
育
に
対
す
る
ど
理
解

と
ど
指
導
を
仰
ぎ
た
く
、
参
観
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間
一
月
三
十
日

t
二
月

一
日

場

所

中

地

区
公
民
館

主

催

市

教
育
委
員
会

特
殊
学
扱
担
任
会

でたにる毒
三家すり体入者断
3族。、験たや酒断:
:そ 強をち中宮
2ろ く通が毒は
〉つ 立し集気、酒 J
7て 直てま味ア

る 励り で Jレ.6.
Jお たま、悩コ:z::s;"
〈気 めしおん l
〈軽 のあ互で Jレの;
三に 会つい い中

※場 日お'-
f③詳所 時で
|し か室 5
2ニく大午毎け
2ーは村 後月下
1九大保ー第さ内.
1四村健時四い
保所三土

2へ健講十曜
所 堂分 日
(か
雷ら
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-

募

集

• 市
員

職
清
掃
現
業
員

調
理
員

看
護
助
手

受
験
資
格

〔
清
掃
現
業
員
〕
学
校
教
育
法
に

よ
る
中
学
校
も
し
く
は
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
人
で
昭
和
十
四

年
四
月
二
日

t
昭
和
三
十
六
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男

子〔調
理
員
〕
性
別
は
問
い
ま
せ
ん

職
種

が
学
校
教
育
法
に
よ
る
中
学
校

卒
業
以
上
で
調
理
師
ま
た
は
栄

養
士
の
免
許
を
有
す
る
人
(
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
取
得
で
き

る
人
を
含
む
〉
で
昭
和
十
四
年

四
月
二
日

t
昭
和
三
十
六
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

〔
看
護
助
手
〕
学
校
教
育
法
に
よ

る
中
学
校
も
し
く
は
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
人
で
昭
和
十
四
年

四
月
二
日

t
昭
和
三
十
六
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女
子

採
用
条
件
い
ず
れ
も
市
内
居
住

ま
た
は
採
用
後
居
住
で
き
る
人

申
込
期
間

七
日

一
月
十
六
日

t
二
十

第
一
次
試
験
一
月
二
十
八
日

※
詳
し
く
は
市
人
事
課
へ

-
自
衛
官
八
一
般

2
士〉

防
衛
庁
で
は
二
等
陸
・
海
・
空

士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

資
格
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未

満
の
男
子

期

間

随

時

試

験

毎

週

申
込
先
市
民
課
ま
た
は
募
集
事

務
所
(
向
陽
高
校
前
)

-
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

隊

Fミ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
村
第
三
団

で
は
隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

キ
ヤ
ジ
プ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど

野
外
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
は
お

申
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

切
り
ま
す
。

募
集
人
員

小
学
五
・
六
年
生
各
十
人

※
た
だ
し
、
大
村
小
・
三
城
小
校

区
内
の
人
に
限
る

申
込
方
法
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
学
校
、
学
年
、
保
護
者
名

電
話
番
号
を
書
い
て
左
記
へ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
村
三
団

(
久
原
郷
一

l
て
中
央
公

民
館
内
)

締
切

一
月
三
十
一
日

土

地

宅

地

一
八
七
・
二
一

d

建
物

住
宅
建

七
五
・

o
一
d

売
払
物
件
ニ

池
田
新
町
七
六
三
|
一
五
八

八
三
六
|
九

土
地

宅
地

公

売

-
五
2 

πL 

公
売
方
法

一
般
競
争
入
札

-

固

有

財

産

左
記
の
と
お
り
固
有
財
産
の
公

売
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
北
九
州
財
務
局
長
崎

財
務
部
、
市
役
所
(
財
政
課
管
財

係
)
お
よ
び
現
地
に
掲
示
し
て
い

る
公
示
書
を
ど
覧
下
さ
い
。

売
払
物
件
一

原
口
町
六
三
二
|
二
九

現
地
説
明

一
月
二
十
五
日

入
札

一
月
二
十
六
日

※
現
地
説
明
に
参
加
し
な
い
人
は

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

豊
子
(
水
田
)
タ
オ
ル
十
五
本
、
マ
船
本
行
徳
(
久
原
団
地
)
花
「
琴
海
会
」
餅
十
五
キ
ロ
、
清
酒
a

一

ご

寄

付

・

ご

好

意

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

石

け

ん

三

箱

を

家

庭

奉

仕

派

遣

世

七

束

マ

岩

舟

子

ど

も

会

(

前

田

二

本

マ

高

原

産

(

本

町

)

鉢

一

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託
帯
の
老
人
の
皆
さ
ん
ヘ
マ
パ

l

悦
子
さ
ん
ほ
か
四
十
人
)
み
か
ん
植
五
鉢
、
切
花
三
十
六
束
、
正
月
一

ル
レ

l
y
大
村
十
三
万
九
千
百
十
キ
ロ
、
お
し
ぼ
り
四
十
五
枚
、
用
花
四
十
七
本
マ
大
村
市
農
協
一

マ
西
大
村
婦
人
会
五
千
円
を
大

f

村
子
供
の
家
ヘ

マ
長
崎
星
美
幼

一

香

典

返

し

敬

称

略

一

能

寄

守

敬

称

略

四

十

円

を

交

通

遺

児

へ

菓

子

七

袋

マ

満

井

静

男

(

久

原

陸

上

自

衛

隊

竹

松

駐

と

ん

地

隊

員

一

稚

園

父

母

の

会

三

万

円

を

大

村

清

和

国

へ

団

地

)

手

品

慰

問

マ

片

倉

己

助

一

同

餅

十

キ

ロ

マ

大

村

駐

と

一

一

社

会

福

祉

事

業

費

へ

社

会

福

祉

事

菜

費

へ

子

供

の

家

ヘ

マ
山

本

正

利

(

東

(

富

の

原

)

み

か

ん

二

十

五

キ

ロ

ん

地

隊

員

一

同

餅

十

キ

ロ

V
一

マ
大
村
園
芸
高
校
演
劇
部
(
十
人
)

一

マ

口

木

工

イ

(

西

本

町

・

亡

夫

秀

マ

さ

く

ら

タ

ク

シ

ー

従

業

員

一

同

三

城

町

)

一

万

五

千

円

を

大

村

子

マ

長

崎

星

美

幼

稚

園

園

児

(

百

二

出

口

ウ

タ

(

小

路

口

)

み

か

ん

二

一

家
庭
科
ク
ラ
ブ
(
四
十
八
人
)
慰

R

1

供
の
家
ヘ

マ
大
村
ボ
l
ト

選

手

十

人

)

歌

踊

慰

問

マ

長

崎

星

美

-

一
喜
)
三
万
円
マ
出
口
久
太
良
(
乾
馬
場
町
)
一
万
/
千
円
会
二
万
円
を
大
村
子
供
の
家
へ
間
劇
踊
と
み
か
ん
十
キ
ロ
、
小
物
幼
稚
園
父
母
の
会

柿
十
五
キ
ロ
十
キ
ロ
、
人
参
十
六
キ
ロ
、
レ
'

一
(
水
主
町
・
亡
妻
レ
イ
)
三
万
円
マ
古
町
老
人
ク
ラ
ブ
「
白
寿
会
」
二
万
円
相
当
の
物
品
を
清
和
国
へ
入
布
袋
四
十
七
枚

マ
陸
上
自
衛
み
か
ん
十
キ
ロ
、
菓
子
四
十
九
袋
十
六
キ
ロ
マ
琴
花
園
(
坂
口
町
)
一

一
マ
福
田
和
子
(
片
町
・
亡
母
レ
イ
)
(
古
町
一
丁
目
)
五
千
円
マ
染

マ
大
村
市
連
合
婦
人
会
二
万
五
隊
大
村
部
隊
音
楽
隊
演
奏
と
座
マ
松
尾
皐
月
(
岩
松
郷
)
み
か
ん
門
松
一
対
マ
日
本
専
売
公
社
大
一

一

五

万

円

石

常

雄

(

竹

松

本

町

)

六

万

円

千

円

を

入

院

被

爆

者

ヘ

マ
俣
野
布
団
四
十
八
枚
、
ァ
メ
二
十
五
袋
四
十
キ
ロ
マ
大
村
遊
漁
組
合
村
営
業
所
た
ば
乙
四
千
八
百
本
一
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